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「神戸におけるＥＳＴモデル事業」
（神戸市TDM研究会、神戸市EST協議会、KOBEST2007実行委員会、かしこいクルマの使

い方を考えるプロジェクト神戸）

「松江3M（Matsue – Mobility – Management）－「ひと」「まち」「地球」の
縁結び－」
（松江市公共交通利用促進市民会議・国土交通省（松江国道事務所調査設計課・島根運

輸支局輸送課）・島根県（交通対策課）・松江市（地域・交通政策課，都市計画課・交通

局）・一畑電車㈱・一畑バス㈱））

「当別町地域公共交通活性化再生事業」
（当別町地域公共交通活性化協議会，（有）下段モータース，（社）北海道開発技術セン　

ター）

「仙台市内及び近郊8大学交通情報マップ」
（仙台市，仙台白百合女子大学,東北学院大学,東北工業大学，東北生活文化大学，東北

大学，宮城学院女子大学，宮城教育大学,宮城大学）

「熊本電鉄の利用促進のための一連のMM施策とその有効性の評価」
（受賞研究業績＝溝上章志，橋本淳也，末成浩嗣：利用実態調査による利用促進を目的

としたＭＭ施策の有効性評価，土木学会論文集, 66 (2), pp. 147-159, 2010他）

（溝上章志，橋本淳也，橋内次郎、末成浩嗣）

■

■

　JCOMM実行委員会では、平成22年4月9日までにご応募・ご推薦を

いただいた取り組み・研究について、厳正に審査し、マネジメント賞2

件、プロジェクト賞1件、デザイン賞1件、技術賞1件をそれぞれ平成22

年度JCOMM賞として選定いたしました。対象者には、第五回

JCOMMにて表彰を行います。また、会期中には受賞内容の展示も

行われます。

　JCOMM賞についての情報は、HPにも掲載しております。
　各賞の概要や評価基準・詳細等はHPをご覧下さい。  
　(http://www.jcomm.or.jp/)

■

■

平成22年度
JCOMM賞の受賞者発表 AWARD

デザイン賞

技術賞

AWARD

AWARD

プロジェクト賞AWARD

マネジメント賞AWARD

■

　

七
月
三
十
日
（
金
）
、
七
月
三
十
一
日

（
土
）
に
広
島
県
福
山
市
ま
な
び
の
館
ロ
ー

ズ
コ
ム
で
開

催

さ

れ

る

第

五

回

J
C
O
M
M
ま
で
、
あ
と
、
一
か
月
と
な

り
ま
し
た
。

　

前
回
に
引
き
続
き
地
方
都
市
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
今
回
も
、
七
十
二
編
の
発
表

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
下
記
の

通
り
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

ッ
シ
ョ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
・
口
頭
発
表
な
ど
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
今
年
度
の

J
C
O
M
M
は
、
土
木
学
会
C
P
D

（
継
続
教
育
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
申
請

し
、
認
定
を
受
け
ま
し
た
（
両
日
参
加
の

場
合1

3
.2

単
位
）
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
の
上
、
M
M
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１
）
氏
名
、
2
）
所
属
・
勤
務
先
、
3
）
連
絡

先
（
住
所
・tel

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）を
明
記
の

上
、
事
務
局
ま
で
。

（jco
m

m
5
th

@
jco

m
m

.o
r.jp

)

▼
参
加
申
込
締
切　

七
月
九
日
（
金
）

▼
参
加
費
無
料
（
資
料
代
三
千
円)

　

口頭発表 1 (3 編 ) MM の戦略的展開

ポスター発表Ａ(18 編 )

ポスター発表Ｂ(18 編 )

オープニングセッション

 開会挨拶 ・ 基調講演 ・ JCOMM 賞各賞授賞式

開催地企画

 地域との連携による MM の定着

レジストレーション

懇親会

ポスター発表 A ・ B 時間中、 平成 22 年度 JCOMM 賞受賞者の展示も同時に行います。

ポスター発表 C(18 編 )、 口頭発表ツール展示

開場

クロージングセッション

口頭発表 2 (3 編 ) 職場 MM

口頭発表 3 (3 編 ) 中心市街地活性化

口頭発表 4 (3 編 ) MM 教育

口頭発表 5 (3 編 )

開場時間中、 平成 22 年度 JCOMM 賞受賞者の展示も同時に行います。

09:30-

10:00-12:00

13:00-14:50

15:00-16:00

16:00-17:00

17:00-18:00

18:30-

08:30-

09:00-10:00

10:00-11:00

11:10-12:10

13:10-14:10

14:10-15:10

16:35-16:55

● 1 日目 7 月 30 日 ( 金 ) ● 2 日目 7 月 31 日 ( 土 )

15:35-16:35

地域公共交通の活性化

口頭発表 6 (3 編 ) MM における多様な可能性

※ ポスター発表、口頭発表の詳細は、JCOMMのHPをご参照ください。 (http://www.jcomm.or.jp/)

　                  

第五回 JCOMM in まなびの館ローズコム　プログラム

参
加
申
込
方
法

 

 主催＝福山市 ・ ( 株 ) 福山コンサルタント

・ 基調講演者 ： 森雅志 ( 富山市長 )、

                    　カール ・ ハインツ ・ ポッシュ ( 欧州 MM プラットフォーム幹事長 )
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で
き
、
“
参
加
す
る
楽
し
み
”
を
会
員
の

皆
さ
ん
に
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
会
員
数
は
現
在

1
6
，
0
0
0
人
に
達
し
、
皆
さ
ん
が

月
に
1
回
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
運
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
約
7
，
0
0
0
ト
ン
（
平
成

1
9
年
度
）
の
C
O
2
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
福
山
市
で
は
、
運
動
を
本
当
の

意
味
で
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め

に
、
情
操
教
育
的
な
観
点
も
必
要
と
考

え
、
小
学
校
T
F
P
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た
テ
ー
マ
や
構
成

（
時
間
割
）
・
教
材
で
あ
れ
ば
、
年
間
教

育
課
程
（
シ
ラ
バ
ス
）
の
中
に
取
り
入
れ

や
す
い
か
？
各
回
の
授
業
で
配
慮
す
べ

き
こ
と
は
何
か
？
と
い
っ
た
こ
と
を
、
市

内
小
学
校
の
協
力
に
よ
り
、
実
際
の
授

業
を
通
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
T
F
P
の
成
果
を
児
童
た

ち
が
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
住

民
へ
の
訴
え
か
け
が
実
現
す
る
と
い
っ
た

思
い
も
よ
ら
な
い
効
果
も
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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一

昨

年

の
京

都

で
の
第

三

回

J
C
O
M
M
を
「
大
都
市
に
お
け
る

M
M
」
、
昨
年
の
大
分
で
の
第
四
回

J
C
O
M
M
を
「
地
方
都
市
に
お
け
る

M
M
」
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
福
山
市
も

当
然
「
地
方
都
市
」
と
な
る
た
め
、
違
っ

た
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
い
と
考
え
、
今
回

は
「
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
Ｍ
Ｍ
の
定

着
」
を
開
催
地
企
画
の
テ
ー
マ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

 

さ
て
、
M
M
を
一
過
性
の
も
の
で
な

く
、
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
「
地
域
と
の
連
携
」
が
不
可
欠
で
あ

り
、
福
山
市
の
M
M
の
取
組
み
に
あ
た

り
ま
し
て
も
、
こ
の
「
地
域
と
の
連
携
」
に

は
特
段
に
重
き
を
お
い
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
福
山
市
の
M
M
の
主
軸
で
あ

る
『
ベ
ス
ト
運
動
』
（
会
員
制
の
通
年
的
な

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
運
動
）
に
つ
い
て
は
、
主

役
は
当
然
「
住
民
の
皆
さ
ん
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
運
動
を
地
域
に
広
げ
て
い

く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
と
連
携
し
ま
し
た
。
こ
の
連

携
に
よ
り
、
会
員
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
が
実
施
中
の
会
員
特
典

を
運
動
参
加
者
に
も
提
供
す
る
こ
と
が

第十三回

　

今
回
の
第
五
回
J
C
O
M
M
で
は
、
七
月

三
十
日
に
市
内
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

が
、
学
習
成
果
を
発
表
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
，
是
非
、
ご
来
福
い
た
だ
き
、
児
童
た

ち
の
熱
い
想
い
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

 

そ
れ
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
と
福
山
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山
市
・
荒
平
信
行

 　　　　

第
1
4
回
欧
州
モ
ビ
リ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
）
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
世
界

遺
産
都
市
、
グ
ラ
ー
ツ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
で
は
、
欧
州
を
初
め
と
す
る
世

界
の
各
地
域
か
ら
、
計
3
1
3
人
の
参
加
者
が

欧
州
モ
ビ
リ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
議
報
告

あ
り
ま
し
た
。
筆
者
が
参
加
し
た
印
象
的
な

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
「
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
ｄ　

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
（
Ｓ
Ｓ
：
共

有
空
間
）
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。　

　

Ｓ
Ｓ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
交
通
専
門
家
ハ
ン

ス
・
モ
ン
デ
ル
マ
ン
が
提
唱
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
信
号
や
標
識
を
撤
去
し
、
道
路
と
い
う

公
共
空
間
で
相
手
へ
の
配
慮
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
す
取
り
組
み
で
、
欧
州
で
は
非

常
に
注
目
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
のG

lein
stätten

の
事
例
で

は
、
道
路
の
両
側
に
小
学
校
の
施
設
（
写
真

1
）
が
あ
り
、
道
路
を
横
切
る
子
ど
も
の
安
全

性
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
を

考
え
て
、
2
0
0
8
年
4
月
よ
り
Ｓ
Ｓ
の
検
討

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ラ
フ
案
（
写
真
2
）
の
作

成
や
、
合
意
形
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

関
係
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
経
て
、
現
在
は

具
体
的
な
設
計
段
階
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　

 

イ
ベ
ン
ト
報
告

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介

      v
o
l.2

 

社
団
法
人
日
本
バ
ス
協
会

　　

社
団
法
人
日
本
バ
ス
協
会
で
は
、
「
安
全
安
心

な
バ
ス
」
「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
バ
ス
」
「
便
利

で
快
適
な
バ
ス
」を
ア
ピ
ー
ル
し
、
バ
ス
の
利
用
促

進
を
図
り
、
身
近
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て

親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２
１
年
１
月
に
「
バ
ス
利
用
促
進
」
の
一

環
と
し
て
、
車
両
前
面
に
バ
ス
マ
ス
ク
を
掲
げ
広

報
活
動
を
全
国
展
開
し
、
乗
合
バ
ス
約
３
０
，
０

０
０
台
に
掲
出
い
た
し
ま
し
た
。

 

　

２
１
年
９
月
２
０
日
バ
ス
の
日
に
お
い
て
は
、

東
京
駅
前
の
丸
ビ
ル
で
「
バ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

i
n
T
O
K
Y
O
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た
親
し

み
や
す
い
３
人
家
族
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
バ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
日
本
バ

ス
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
（
住

民
）
に
周
知
し
、
バ
ス
の
利
用
を
よ
り
促
進
す
る

た
め
、
会
員
章
（
Ｎ
Ｂ
Ａ
ス
テ
ッ
カ
ー
）を
会
員
事

業
者
が
保
有
す
る
車
両
に
貼
付
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
１
０
月
３
日
（
日
）

に
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
お
い
て
「
バ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
０
i
n 
Y
O
K
O
H
A
M
A
」を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
マ
イ
カ
ー

利
用
か
ら
公
共
交
通
機
関
に
移
転
さ
せ
、
都

市
部
の
交
通
総
量
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
環
境

対
策
の
観
点
か
ら
も
、
都
市
活
性
化
の
観
点
か

ら
も
重
要
で
す
の
で
、
今
後
と
も
公
共
交
通
機

関
と
し
て
バ
ス
の
利
用
促
進
を
目
指
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　　
　
　

 

写真1　道路の両側の小学校施設  

写真 2 ラフ案 ( 写真 1と同アングル )

　

移
動
す
る
人
々
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
す
る
、
と
い
う
Ｓ
Ｓ
の
思
想
は
、
Ｍ
Ｍ
の

目
標
と
も
合
致
す
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
我

が
国
で
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

2
0
1
0
年
8
月
3
日

、
Ｓ
Ｓ
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
筑
波
大

の
谷
口
綾
子(tan

igu
ch

i[at]risk.tsu
ku

b
a.ac.jp

)

ま
で
。

▲小学校 TFP の様子 

セバスファミリー

福
山
市
の
M
M


